
































































































































































































Ｂ 勤務時間と作業編成 休憩時間の確保 
ルーチン業務の簡






















 － 18 －
れた。特に『量的負荷』『同僚の支援』得点が
改善していた。 
 プロセス評価：実施後の聞き取りでは次の
ような意見や感想があった。取り組みを通じ
て部署内のコミュニケーション能力が改善し
た。チーム内の問題点や不満をオープンにし、
全員で対策を検討して実行したことでチーム
内や普段話すことの少ない人ともコミュニケ
ーションが図れた。マニュアル作成により全
体の力量が上がった。作業が効率化でき残業
が減った。他の職場とも連携して対応できた
ことや互いの協力に感謝したい。 
Ⅲ．考察 
 職場環境改善活動がうまく進むためには、
事業場全体の課題として対策実施の重要性を
とらえ事業場全体で取り組んでいくことが重
要とされている。本事例においても、経営層
が取り組みの重要性を理解し各所に号令をか
け、報告会に参加するなど活動に関与したこ
とが大きな要因であると考える。また、社内
の人事部門やCSR推進部門といったいわゆ
るノンヘルスセクターがリーダーシップを発
揮し、社内担当者とEAPがうまく連携できた
ことも有効であったと考える。ノンヘルスセ
クターの担当者が経営層から当該部署の従業
員までうまく巻き込んで活動を推し進めた。
EAPは黒子に徹することができ、今般の取り
組みが“不調者・不調部門への手当”や“無
理やりやらされる活動”といったものではな
く“自分たちが働きやすくなるための前向き
な活動”として取り組んでいただけたこと、
“EAPは研修だけして現場任せ”“社内担当
がEAPに丸投げ”などにならずそれぞれの専
門性を活かしながらうまく効果が引き出せる
よう連携しながら進められたことが、環境改
善活動が有効に機能する上で大きな効力を果
たしたと考える。 
 
Ⅳ．おわりに 
成果報告会での当該部署の従業員の方々か
らは、“自分たちの力で働きやすい職場に改善
できた”という効力感や達成感を得ている様
子が感じられた。職場としての一体感や効力
感の向上に貢献できたこと、会社の『この職
場をより良い職場に』という思いと当該部署
の『活き活きと働きたい・変化を望む』思い
をつなぐ支援に携われたことをEAP担当者
として非常に嬉しく感じた。今後も個人と組
織のパフォーマンス向上のためにより良い支
援を行えるよう努めたい。 
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